
新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 一般国道３０１号野見山
の み や ま

拡幅 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 愛知県 

起終点 
自：愛知県豊田

と よ た

市野
の

見山町
みやまちょう

 

至：愛知県豊田
と よ た

市御立町
みたちちょう

 
延長  １．３ｋｍ 

事業概要  

一般国道３０１号は、静岡県浜松
はままつ

市を起点とし、愛知県新城
しんしろ

市を経由し豊田
と よ た

市に至る延長約１００kmの主要幹

線道路である。このうち、豊田市中心市街地に隣接する野見山
の み や ま

拡幅は、市街地中心部から放射状に延び市内の内

環状線と外環状線を結ぶ延長１．３kmの４車線化事業である。 

事業の目的、必要性  

 本事業は平成１６年度完了予定の豊田拡幅の先線にあたり、現道は歩道が狭小（片側歩道区間有り）の２車

線道路である。また、沿線には小学校、商業・工業施設等が立地し、朝夕の通勤、通学時には慢性的な交通渋

滞が発生しており、自転車、歩行者が危険にさらされている状態である。野見山拡幅はこのような状態の改善

、及び豊田市中心市街地や東海環状自動車道豊田
と よ た

松平
まつだいら

ICへのアクセス向上を目的とする事業である。 
 

全体事業費     ５３億円 計画交通量 １６，０００台／日 
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関係する地方公共団体等の意見  

 一般国道３０１号は、交通渋滞の緩和、東海環状自動車道へのアクセス支援に重要な役割を果たす事が期待さ

れており、豊田市及び地元経済界等から構成される豊田市幹線道路整備促進協議会より早期整備の要望を受けて

いる。 

 
事業採択の前提条件  

 費 用 便 益：便益が費用を上回っている 

 手続きの完了：都市計画決定済み 

 

事業評価結果 
 

総費用 ４１億円 総便益 ２７１億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ６．６ 

事業費：   ４０億円 

維持管理費：  １億円 

走行時間短縮便益：２７２億円 

走行費用減少便益：  １億円 

交通事故減少便益： ―２億円 平成１６年 

評価項目 評価 根拠 

渋滞解消を図る事業（野見小西交差点：渋滞長1.8km） 

渋滞対策 ◎ 

渋滞損失時間の改善 

・約９千人時間/年 → ０（費用便益分析対象区間）  

1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間 

渋滞度曲線 

その他の特徴 

・愛知県内国道301号中第５位の渋滞損失時間 

・渋滞の解消（野見小西交差点 渋滞長 1.8km） 
 

自歩道設置により歩車分離を図る事業 

事故対策 ○ 

死傷事故率               （死傷事故率比（県内平均比）      ）

                （事故率曲線における位置：         ）

その他の特徴  

・ 死傷事故件数：H14 10件、H13 14件 
 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ○ 自歩道設置により円滑な歩行空間が確保される。 
 

住民生活 －
注目すべき影響はない。 

 

地域経済 －
注目すべき影響はない。 

 

災 害 － 注目すべき影響はない。 

環 境 － 注目すべき影響はない。  

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 －
注目すべき影響はない。 

 

事業実施環境  
注目すべき影響はない。 

 

 

採択の理由 
費用便益比が6.6と、便益が費用を大幅に上回っているとともに、都市計画手続きが完了していることから事業

採択の前提条件が確認できる。 

また、事業実施により当該事業箇所の渋滞損出時間が改善されることから、渋滞対策の必要性・効果は高いと

判断できる。 

 以上より、本事業を採択した。 
 

担 当 課：道路局国道・防災課 

担当課長名：鈴木 克宗     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


